
 

 

 

 

 

 

地域と学校が一体となって 防災・減災教育 ‼ 

令和 4 年 3 月に「第 3 次学校安全の推進に関する計画」が閣議決定されています。その中で，学校に

おける教育手法の改善について，次のように述べています。「学習指導要領において，“社会に開かれた

教育課程”の実現を図ることとされる中，安全教育を進めるに当たっては，地域学校安全委員会や学校警

察連絡協議会等の設置・活用，コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）や地域学校協働活動などの

学校と地域の連携・協働の仕組みの活用，民間企業・団体等が提供する教育プログラムの活用など，様々

な教育資源を活用することが重要である。」 

本号では，育友会や市民活動団体と連携し，｢防災キャンプ｣を実施した米川小学校を紹介します。 

 南海トラフ地震を想定した 一泊二日の防災キャンプ ＜会場は学校！＞＞ 

【1 日目】 そうめん流し 学校かくれんぼ 防災グッズ作り（ベッド，テント，蚊帳）  

火起こし体験 スイカ割り  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                            

【2 日目】 シェイクアウト訓練（まず低く，頭を守り，動かない…を身につける）  

     家庭でのルール作り 携帯トイレとエアーマット 揺れ体験… 
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つ な が り 

二次元コードから

閲覧可能です。 

米川小学校 

米川小おやじの会の活動は，20 年以上も続いており，数年前から育友会等と連携して地域防災に視点を当

てた活動としたようです。単に生命を守る技術を学ぶのではなく，同じ地域に住む大人と子供が，寝食を共に

しながら，一緒に防災力を高める中で，地域を愛し地域を担う意識が自然に育まれていると感じました。 

段ボールで，

ベッドができ

るんだな。し

っかりとくっつ

けよう。 

＜小学生＞ 
子供たちと一緒に，防災につい

て学ぶ良い機会になりました。家

庭でも話し合って，災害に備えた

いと思いました。  ＜保護者＞ おやじの会，育友会，山口消防防災探究会の皆さ

んが，企画・運営して下さいました。多くの教職員

も応援に来てくれました。子供たちは楽しみながら

学んでいました。体験を通して，皆さんと一緒に災

害への備えができて良かったです。＜校長＞ 

竹で作ったお椀に

入れたそうめんは，

とても美味しかった

です。 ＜小学生＞ 

地震はいつ，ど

こで起こるか分か

りません。安全確

保の行動を具体

的に学ばせても

らって本当に有

難いです。 

＜教職員＞ 

蚊帳の中だと虫が来な

いよ。 ＜小学生＞ 

震度 7 ぐらいの揺れだよ。ど

んなかな。   

＜消防防災探究会 会員＞ 

転がっちゃうよ。頭を守る

の大変だよ。 ＜小学生＞ 


